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はじめに

　1537年に初代フィレンツェ公アレッサンド
ロが暗殺されたとき，彼を継いだのは，コジモ・
イル・ヴェッキオの弟ロレンツォ・イル・ヴェッ
キオ（1395-1440）から数えて 5 代目の子孫コジ
モ 1 世（1519-74）である。彼は1537年に第 2 代
フィレンツェ公，1569年に初代トスカーナ大
公となる。その長男フランチェスコ 1 世（1541-
87）が第 2 代トスカーナ大公，その弟フェルディ
ナンド 1 世（1549-1609）が第 3 代トスカーナ
大公である。本稿は，トスカーナ大公国の初期
3 代大公の時代の宝物コレクションをとりあつ
かう。コジモ 1 世妃エレオノーラ・ディ・トレ
ド（1522-62）もフェルディナンド 1 世妃クリス
ティーヌ・ド・ロレーヌ（1565-1637）もメディチ・
コレクションに重要な貢献をすることになる。

この時期の代表的な「驚異の部屋」は，コジモ
1 世時代がパラッツォ・ヴェッキオ内の「グァ
ルダローバ」と「スクリットイオ・ディ・カリ
オペ」と「地図の間」，フランチェスコ 1 世時代
がサン・マルコ修道院の隣の「カジーノ・ディ・
サン・マルコ」とパラッツォ・ヴェッキオ内の「ス
トゥディオーロ」。そして，フランチェスコ 1 世
の構想を継承してフェルディナンド 1 世時代に
整備された，ウフィツィ宮殿内の「トリブーナ」
である。この「トリブーナ」が16世紀から18世
紀まで「驚異の部屋」の中核となるものである。
　この時期のもっとも重要な財産目録は，コジ
モ 1 世時代の1553年の「グァルダローバ」の財
産目録，フェルディナンド 1 世時代の1589年の

「トリブーナ」の財産目録である。

　15世紀のルネサンスは古代という時間の発
見の世紀であったが，16世紀＝マニエリスム期
の大航海時代は世界という空間の発見の世紀
になる。もともと知られていたアフリカやアジ
アの外来物が増えるとともに，未知の文化圏で
あった新大陸アメリカの外来物が流れ込んで
ヨーロッパ人の耳目を驚かすことになる。

Ⅰ　コジモ 1世のメダルと彫玉

1537年 1 月 6 日の公現節の夜に初代フィレ
ンツェ公アレッサンドロ・デ・メディチが，親
友を装っていたロレンツィーノ・デ・メディ
チに暗殺された。ロレンツィーノは市内の共和
派に決起をうながすことなく，ボローニャ方面
へ逃亡した。1 月 8 日，暗殺が公表され，1 月
9 日，急遽招集された48人評議会（元老院）は，
アレッサンドロの後継者にメディチ家弟脈のコ
ジモ 1 世を選出した。このときアレッサンドロ
25歳，ロレンツィーノ22歳，コジモ17歳。

ロレンツィーノは1539年に『弁明』を書いて
皇帝カール 5 世に献呈したが，そのなかで自身
をユリウス・カエサルの誅殺者ブルトゥスにな
ぞらえて自身の行動を正当化している。それと
同趣旨のメダルは《ロレンツィーノ・デ・メディ
チ》（ワシントン・D・C，ナショナル・ギャラ
リー）である。これは，ロレンツィーノ自身が
パドヴァかヴェネツィアでジョヴァンニ・ダ・
カヴィーノに注文して作らせたメダルで，前
1 世紀のローマで作られたメダルの表面「ブル
トゥス」と裏面「2 本の剣にはさまれたフェル
ト帽」と同じ構図である。ロレンツィーノのメ
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ダルの裏面には，自由を象徴するフェルト帽の
下に「1 月 8 日」という，暗殺公表日（またはロー
マ歴の 1 月 6 日にあたるので暗殺日）が刻まれ
ている。「ロレンツィーノ＝新ブルトゥス」とい
う連想は，すでに1537年の亡命共和主義者の
領袖フィリッポ・ストロッツィの手紙に記され
ており，1540年頃にはミケランジェロが《ブル
トゥスの胸像》（バルジェッロ国立博物館）を亡
命共和主義者のリドルフィ枢機卿に贈ったこと
からもわかるように，広く共有されたイメージ
であった。18世紀に『弁明』が再発見されると，
ヴィットリオ・アルフィエーリ（1749-1803），
ジャコモ・レオパルディ（1798-1837），アルフ
レッド・ド・ミュッセ（1810-57）らの文学者に
も多大なインスピレーションを与えることにな
る 1 ）。
　一方のコジモ 1 世もすぐにメダル《コジモ・
デ・メディチ》（ロンドン，大英博物館）を発
行して，アレッサンドロの正統な後継者であ
ることを主張した。表面の銘文は「COSMVS. 
MED［ICES］. FLORENTIAE. DVX. Ⅱ. （第
2 代フィレンツェ公コジモ・デ・メディチ）」，
裏 面 の 銘 文 は「ALEXANDER. MED［ICES］. 
FLORENTIAE. DVX. P［RIMVS］. （初代フィ
レンツェ公アレッサンドロ・デ・メディチ）」
である。コジモ 1 世のプロフィールは，ポント
ルモの素描に基づいている。アレッサンドロ公
のメダルと比較すると，「共和国」の文字が削
除されていることが注目される。コジモ 1 世の
メダルは，ユリウス・カエサルを継承した初代
ローマ皇帝アウグストゥスの古代のメダルの
構図を模倣したものである。メダルの発行を通
して，「ロレンツィーノ＝新ブルトゥス」と「コ
ジモ 1 世＝新アウグストゥス」のプロパガンダ
合戦を展開したのだ 2 ）。新聞も雑誌もない時
代，発行数の点でメダルは絵画以上に有効なプ
ロパガンダの媒体（メディア）だった。プロパ
ガンダ合戦に勝利したのは，各種の銘文とシン
ボルを駆使して圧倒的多数のメダルを鋳造した
コジモ 1 世の側である。コジモ 1 世は生涯にわ
たり，ヴィンチェンツォ・ボルギーニとジョル

ジョ・ヴァザーリのデザインをメダルにして
数々の偉業をヘラクレスの功業に喩えて喧伝し
ていった。たとえば，1548年のエルバ島の要塞
建設，1555年のシエナ戦争の勝利，1562年のサ
ント・ステファノ騎士団の創設などである 3 ）。
コジモ 1 世は彫玉でも《アウグストゥス》（国立
考古学博物館）のイメージを好んだ。この《ア
ウグストゥス》の肩のところには山羊座の徴が
あり，これがコジモ 1 世と同じ上昇宮であるこ
とから，「コジモ 1 世＝新アウグストゥス」の同
一化のシンボリズムとして多用された。共和制
復活の世論喚起に失敗したロレンツィーノは
1548年，コジモ 1 世の放った刺客の手にかかっ
てヴェネツィアで暗殺されることになる。
　さて，アレッサンドロ公の寡婦マルゲリータ

（皇帝カール 5 世の庶出の娘）はわずか半年ほ
どの結婚生活だったが，彼女の政治的価値は，
コジモ 1 世も皇帝カール 5 世もファルネーゼ
家出身の教皇パウルス 3 世も熟知していた。結
局，翌年，マルゲリータはメディチ家の遺産を
もってオッタヴィオ・ファルネーゼと再婚した。
コジモ 1 世が獲得したのはメディチ邸だけであ
り，彼が1539年に作らせた最初の財産目録によ
れば，コジモがマルゲリータから得た遺品は，
わずか 7 点にすぎない。それでも目録には甲冑
数点，馬具数点，椅子数点，そしてやがてコジ
モ 1 世のコレクションの中核となる磁器は70
点弱，メダルは642点が記録されている 4 ）。
　コジモ 1 世が「鉄の意志」をもつ果断な若者
だったことは，水晶製インタリオ《コジモ 1 世
の肖像》（銀器博物館）からも想像しうる。彼は
マルゲリータを得られなかった代わりに，1539
年，スペイン人のナポリ副王ドン・ペドロ・
アルバレス・デ・トレドの17歳の次女エレオ
ノーラと結婚し，翌 1540 年，共和国の政治的
中心だった政庁舎すなわち現在のパラッツォ・
ヴェッキオに家族とともに移り住んだ。このと
きからコレクションは増大していく。1555年に
はシエナ戦争に勝利し，1557年にはスペイン王
フェリペ 2 世（在位：1556-98）からシエナを封
土として与えられ，1559年には教皇ピウス 5 世
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（在位：1566-72）からトスカーナ大公の称号を
与えられた。
　公妃エレオノーラも彫玉のコレクションの拡
大に貢献した。彼女は1556年，ローマ在住のル
イジ・マイオーロを通じて《牧歌的場面》（考古
学博物館）や《ソクラテス》（銀器博物館）を入
手し，1562年には，ジョヴァンマリア・ディ・
ヤコポ・ヴェネツィアーノから紫水晶製インタ
リオ《ヘラクレスの頭部》（銀器博物館）を購入
した。また，同じ1562年には，ミラノ出身の彫
玉師兼仲介商人ガスパロ・ミゼローニ（1518-73）
から美麗なカメオ《フェリペ 2 世の肖像》（銀器
博物館）を獲得した。エレオノーラの帳簿には
カメオの製作者名は記されていないが，製作者
はガスパロ・ミゼローニ本人か，あるいはそう
でなければ，1559年からフェリペ 2 世の宮廷で
仕事をしていたヤコポ・ダ・トレッツォの可能
性が高い。製作年は1559-62年頃である。この
カメオの裏面には，フェリペ 2 世の10代の長男

《ドン・カルロスの肖像》が彫られている 5 ）。
　506ドゥカートで購入したことがわかってい
る古代のカメオ《クピドとプシュケの結婚》（ボ
ストン美術館）には，アウグストゥス帝に仕え
たギリシア人の宮廷彫玉師トリフォンの銘があ
る。このカメオは1572年以前にセンティヌムか
ら出土したもので，ヴァティカンの商人が購入
したあと，メディチ・コレクションに入ったが，
17世紀初頭には画家ルーベンスが所有している
ので，フィレンツェにあった期間は短かった 6 ）。
　16世紀で最大最高の傑作カメオは，18.5セン
チ×16.5センチの縞瑪瑙製カメオ《コジモ 1 世
とエレオノーラ・ディ・トレドと子どもたち》

（銀器博物館）である。製作者は有名なミラノ人
彫玉師ジョヴァンニ・アントニオ・デ・ロッシ

（1517-75）。製作年は1559年から1562年頃。家
族に公的なポーズをとらせることで，古代の巨
大カメオの様式を模倣している。家族のうえを
飛翔するのはラッパを吹く有翼の「名声」であ
る。中央に空いた円形の空間には，ドメニコ・
ディ・ポーロ作（？）のブロンズ製メダル《フィ
オレンツァ》（バルジェッロ国立博物館）がはめ

込まれていたはずである。ヴァザーリは『美術
家列伝』第 2 版（1568年）で，このカメオに言及
しているが，記述はやや不正確である。実際に
彫られた子どもの人数は 5 人なのに，ヴァザー
リは 7 人の名前をあげているし，逆に「名声」
についての言及がない。かつカメオを取り囲ん
でいたはずの豪華な金製縁飾り（ヴァザーリに
帰される素描にはメディチ＝トレド家の紋章の
ついた縁飾りがついている）にも触れていない。
ただし，子どもの人数については，カメオの両
端が破損した形跡があることから，7 人のうち
の 2 人が欠けた可能性も否定できない。ヴァ
ザーリがあげる 7 人の子どもを生没年付きで
列記すると，フランチェスコ（1541-87），枢機
卿ジョヴァンニ（1543-62），ガルツィア（1547-
62），フェルディナンド（1549-1609），ピエトロ

（1554-1604），そしてイザベッラ（1542-76）とル
クレツィア（1545-61）である。いちばん幼いピ
エトロは下方で金羊毛勲章（1545年，コジモ 1
世が皇帝カール 5 世から授与された）を手にし
て遊んでいる。ここに結婚の翌年に生まれた長
女マリア（1540-57）の名前がないのは，カメオ
製作時にすでに亡くなっていたからである。さ
らに1561年にはルクレツィアが死去，1562年
11月から12月にかけてはエレオノーラ，ジョ
ヴァンニ，ガルツィアが相次いで病死した。そ
の直前の1562年 7 月にカメオはロッシの滞在
先ローマからフィレンツェに送られたことが史
料で確認されている。つまりこのカメオは家族
の幸福の絶頂の最後の瞬間を記念するものに
なったのだ。このカメオは，1587年までパラッ
ツォ・ヴェッキオ内の「グァルダローバ」に置
かれたのちに，ウフィツィ内の「トリブーナ」に
移されて，1589年の「トリブーナ」の最初の財
産目録に記録されている 7 ）。
　コジモ 1 世とエレオノーラは相思相愛の夫婦
だったために，1562年の悲劇はコジモ 1 世の心
身に甚大な打撃を与えた。やがて若い愛人との
愛欲に溺れ，1570年にローマでトスカーナ大公
の戴冠式を終えて帰国した直後に，愛人カミッ
ラ・マルテッリ（1545-90）とひっそりと再婚す

マニエリスム期におけるメディチ家の宝物コレクション

無断転載禁止 Page:3



18

阪南論集　人文・自然科学編 Vol. 51 No. 2

る。この再婚を認めない長男フランチェスコか
ら非難されつづけたまま，植物状態のコジモ 1
世は1574年に54年と数カ月の生涯を閉じた。
　その1574年，フランチェスコ 1 世がローマ在
住の彫玉師ドメニコ・コンパーニ通称ドメニコ・
デ・カンメーイに瑪瑙製カメオ《コジモ 1 世と
エレオノーラ・ディ・トレドの肖像》（銀器博
物館）を発注している。コジモ 1 世はクラミス
という古代ローマの男性用の肩でとめる短いマ
ントをまとい，1570年に戴冠された大公冠を連
想させる放射状の冠をかぶっている。一方，古
代服をまとったエレオノーラは耳に大粒の真
珠のイヤリングをつけ，小粒の真珠をちりばめ
たネットで髪をまとめあげている。向かい合う
2 人は，古代ローマの貨幣か彫玉を思わせる理
想的な夫婦像である 8 ）。前述のロッシ作品は生
き生きとした生前のカメオ，このコンパーニ作
品はやや様式化した追悼カメオである。カミッ
ラ・マルテッリを排除しつつ，すでに 2 人の神
格化が始まっているのだ。

Ⅱ　�コジモ 1 世とパラッツォ・ヴェッ
キオ

　1540年 5 月15日，コジモ 1 世は公妃エレオ
ノーラといっしょにメディチ邸から政庁舎パ
ラッツォ・ヴェッキオに居を移した。以後，改
築が実施され，メディチ・コレクションは 3 階
に新しくできた「グァルダローバ」の 6 室に置
かれた。「グァルダローバ」は「衣装部屋」の意
味だが，衣装部屋だけでなく，美術工芸品の蒐
集室や製作工房，さらには迎賓の間もかねてい
たので，「グァルダローバ」のまま呼んでおく。
ここはヴァザーリ時代に「地図の間」に改築さ
れたので，当初の正確な間取りを再現すること
は不可能である 9 ）。
　1553年の「グァルダローバ」の財産目録 10）に
よれば，ラファエッロ作《レオ10世と 2 人の枢
機卿》（ウフィツィ美術館），ティツィアーノ作

《ピエトロ・アレティーノ》（ピッティ美術館），
チェッリーニ作《コジモ 1 世の胸像》（バル

ジェッロ国立博物館）などの名作が揃っていた。
この《コジモ 1 世の胸像》は，1557年にエルバ
島に送られることになる。他にも宮廷画家ブロ
ンズィーノの肖像画や宮廷彫刻家バンディネッ
リの彫刻の数々があったし，なによりも古代彫
刻から16世紀の彫刻，とりわけブロンズ像や小
ブロンズ像が充実しており，この分野へのコジ
モ 1 世の並々ならぬ偏愛ぶりがうかがえる 11）。
技巧を誇示するブロンズ作品《絡み合う蛇と蜥
蜴》（バルジェッロ国立博物館）などは，人目を
驚かす形状が時代の趣味を反映している。マニ
エリスム美術の特徴のひとつは「蛇状曲線（フィ
グーラ・セルペンティナータ）」であるが，これ
はまさに「蛇状曲線」以外の何ものでもない。
　「グァルダローバ」には絵画や彫刻のほかに
も，金銀細工，象嵌細工，貴石細工，磁器，武器，
彫玉などがたくさんあり，ここで製作にいそし
んだ職人には，1545年にフランスから帰国した
ベンヴェヌート・チェッリーニを筆頭に，ドメ
ニコ・ポッジーニ，ジョヴァンパオロ・ポッジー
ニ，バスティアーノ・チェンニーニ，ベルナルド・
バルディーニ，ドメニコ・ディ・ポーロらがい
た。1545年には，フランドル出身のニッコロ・
カルカ（1562年没）とジョヴァンニ・ロスト（1564
年没）をそれぞれマントヴァとフェッラーラか
ら招聘して，「グァルダローバ」内に24機の織機
を有するタペストリー工房を設立した 12）。
　注目すべきは，1539年のメディチ邸の財産目
録にも，1553年の「グァルダローバ」の財産目
録にも，大航海時代の影響をうけて，早くも新
大陸アメリカからの「外来物」（エクソティカ）
が数多く記録されていることである。
　スペイン人エルナン・コルテス（1485-1547）
の船団は，アステカ最後の皇帝モクテスマ 2 世

（在位：1502-20）から贈られた金銀細工，羽細
工，織物，トルコ石の仮面などを満載して1519
年にセビーリャに帰航し，スペイン王カルロ
ス 1 世（皇帝カール 5 世）に献上した。翌年に
は新大陸の外来物はトレド，バリャドリド，ブ
リュッセルで公開された。当時，ブリュッセル
にいた画家アルブレヒト・デューラーは「見知
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らぬ土地にいる人びとの名状しがたい才能に驚
愕した」と書き記している 13）。
　すでに1539年の財産目録には，インディア
の羽飾り，トルコ石の仮面，小さな貴石製動物
頭部像などが記載されている。これらの品々は
1553年の財産目録にも継承され，さらに点数を
増しているが，明確な地理上の区分では分類さ
れておらず，インディアの羽のベッドカバーは

「獣皮」に，アステカのトルコ石製の仮面や小さ
な貴石製動物頭部像は「宝石」に，インディアの
羽の肩掛けは別の雑多なカテゴリーに分類され
ている。雑多なカテゴリーには，アメリカの工
芸品以外に，トルコの武器多数，時計数点，魚
の歯数点，牡蠣の貝殻数点，竹竿数点，碧玉製
の犬 1 点，ワニ 1 点，象の歯（象牙ではない）4
点，地球儀 1 点，魚の骨 1 点，7 本の歯のつい
た象の顎骨 1 点など，多様な珍品希物が雑然と
混在していた。
　1555年，ヴァザーリがコジモ 1 世に伺候す
ると，パラッツォ・ヴェッキオの大改造が本格
化した。「スクリットイオ・ディ・カリオペ」

（1555-58年），「コジモ公の部屋」（1559-61年），
「公爵のスタンツィーノ」（1559-61年），「公爵の
スクリットイオ別称テゾレット」（1559-61年），

「地図の間」（1563-65年）が相次いで建造された
が，このうちコジモ 1 世時代の宝物室として重
要なのは，「スクリットイオ・ディ・カリオペ」
と「地図の間」である。
　「スクリットイオ・ディ・カリオペ」は 3 階
の「四大元素の区画」に作られた小部屋で，天井
にヴァザーリが芸術神カリオペを描いたことか
ら，この名がついている。1559年から60年にか
けて，「グァルダローバ」の宝物59点がここに
移され，古代彫刻から自然の珍品奇物，メダル，
カメオ，貴石，細密画まで，あらゆる貴重品が
収納展示された。なかにはドナテッロ，サンソ
ヴィーノ，チェッリーニ，バンディネッリらの
彫刻作品と並んで，アステカの小さな動物頭部
像や小さな人物像が含まれている。
　当時，イタリアでもっともよく知られた古代
彫刻は，1489年に発掘された《ベルヴェデーレ

のアポロン》（ヴァティカン美術館）と1506年
に発掘された《ラオコーン》（ヴァティカン美術
館）であったが，そのブロンズ製の模刻像《ベル
ヴェデーレのアポロン》（ウフィツィ美術館）と

《ラオコーン》（バルジェッロ国立博物館）もあっ
た。とくに《ラオコーン》はいろいろの大きさと
素材でいくつもの模刻が作られたが，高さ32.2
センチの小品は，雄渾なオリジナル作品がもつ
ダイナミックな大きさを感じさせる名人技を示
している。
　ヴァザーリは1553年にアレッツォから出土
したエトルリア彫刻の最高傑作《キマイラ》（考
古学博物館）を「スクリットイオ」に置くつも
りだった。キマイラは頭がライオン，胴体が牡
山羊，尻尾が蛇という神話上の怪物である。こ
の彫刻の修復を担当したチェッリーニは，「そ
のキマイラとともに，やはりブロンズ製で，か
なりの量の小ぶりな像が出土し，どれも泥と錆
におおわれ，あるいは頭部，あるいは足か手が
欠けているものばかりだった。公爵はみずから
彫金師の鑿でそれらの小像を削り磨きなおす
のを楽しみにしていた。」14）と，コジモ 1 世のエ
トルリア彫刻への熱中ぶりを記録している。し
かし《キマイラ》は「スクリットイオ」に移され
ることなく，2 階の「五百人広間」に隣接する

「レオ10世の区画」に1718年まで置かれること
になる。1581年（フランチェスコ 1 世時代）に
フィレンツェを訪問して《キマイラ》を見物し
た『エセー』の作者ミシェル・ド・モンテーニュ

（1533-92）は，6 月24日のサン・ジョヴァンニ
祭には「大公の宮殿が公開されて，どこにでも
入ってゆくことができたため，田舎の人たちで
賑わっていた」と述べている 15）。
　《キマイラ》に代わって「スクリットイオ・
ディ・カリオペ」に置かれたのは，1541年にア
レッツォ周辺で出土し，約10年後に購入された
エトルリアのブロンズ像《アテナ》（考古学博物
館）である。ヴァザーリはこの部屋を「エトル
リア陳列室」にしようと構想し，ミケランジェ
ロの《河神》の模刻像（バルジェッロ国立博物
館）にいたる，トスカーナの連綿たる文化的連
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続性を強調しようとした。これはトスカーナ王
位を希求するコジモ 1 世をエトルリア王の末裔
に仕立てようとする当時の文化政策の一環だっ
たが，前述のように雑多な珍品奇物や外来物が
移ってきたために，ヴァザーリの初期構想の理
念は不明瞭なものになってしまった。
　「スクリットイオ・ディ・カリオペ」が歴史
性を探究しようとしたのに対して，3 階の「地
図の間」は，明らかに空間性を探究している。
ヴァザーリの構想では，この部屋は「宇宙論（コ
スモグラフィア）の間」と呼ばれる予定だった。

「大宇宙（gran Cosmo）」と「偉大なコジモ（gran 
Cosimo）」の掛詞によって，宇宙の中心として
のコジモ 1 世を称揚する意図があった。貴重
品を収納した「胡桃材製の装飾豊かな高さ 7 ブ
ラッチョの複数の戸棚」（ヴァザーリ）の中身と
扉の地図は対応していたと想像したいところだ
が，実際の中身は素材別の分類だったので，両
者に地理的な対応関係はなかった。1564年の財
産目録によれば，ある 1 つの戸棚だけは，トル
コ石の仮面，地球儀，碧玉製の犬，象の歯数点，
ワニ 1 点，魚の骨数点，蟹の甲羅 1 点など，分
類不能な「各種の品々」が収納されていた。
　優秀な天文学者兼数学者で画家でもあったド
メニコ会士のエニャツィオ・ダンティ（1536-
86）が，コジモ 1 世に仕えるためにペルージャ
からフィレンツェに移住し，サンタ・マリア・
ノヴェッラ修道院に住み込んで，1563年，「地
図の間」の戸棚の扉にする地図の板絵の製作に
とりかかった。ダンティが描いた地図は53枚中
の30枚であり，「日本（GIAPAN）の地図」を含
んでいる。日本についての情報は，『アジアの数
十日』の著書があるポルトガル人の博学者ジョ
アン・デ・バロス（1469-1570）との交流から得
ていた 16）。しかし新大陸アメリカの地図がかな
り正確なのに比べると，極東の島国の形状は南
北が逆でいかにも曖昧模糊としている。朦朧と
した地理情報と高い文化レベルの情報とが結合
し，逆にユートピア幻想をうむ源泉となったの
かもしれない。
　コジモ 1 世は仕事ぶりを見るためにわざわざ

サンタ・マリア・ノヴェッラ修道院に足を運ん
だだけでなく，修道会総長宛ての手紙で，「（ダ
ンティが）修道院にこもることなく，宇宙論の
仕事を続行できるように」パラッツォ・ヴェッ
キオに同居するように要望書を出したほどであ
る。ダンティは「地図の間」のために，渾天儀（科
学史博物館）と地球儀も製作した。部屋の真ん
中に置かれた巨大な地球儀は，扉に描かれた地
図の実際の地理上の位置を確認するのに役立っ
たはずである。
　エニャツィオ・ダンティはコジモ 1 世が没す
るまでの11年間を親密に過ごし，メディチ・コ
レクションの増大にも一役かった。1566年にト
ラジメーノ湖畔で出土した《弁論家》（考古学博
物館）の購入と運搬に関与したのが彼である。
　エニャツィオ・ダンティが製作した天文器具
のひとつに，昼夜平分時を観察する四分儀があ
り，これは1572年にサンタ・マリア・ノヴェッ
ラ聖堂のファサードに設置された。この聖堂の
ためには渾天儀やグノモン（日時計の指時針）
も製作した。のちにガリレオ・ガリレイが使っ
た直径83センチの巨大な八角形のアストロラー
ベ（科学史博物館）も彼の作とされている 17）。
　コジモ 1 世を継いだフランチェスコ 1 世は，
ある兄弟会の圧力もあってエニャツィオ・ダ
ンティを更迭し，代わってベネディクト会の一
派オリヴェト会の修道士ステファノ・ブオン
シニョーリ（？ -1589）を宮廷天文学者に任命
した。彼は前任者に比べると科学的知識は乏し
かったが，彼が継続して完成した「地図の間」の
地図（20点）を見ると，絵画の腕前はさほど見
劣りしなかったことがわかる。ただし，アフリ
カ奥地（ニジェール，ナイジェリア，スーダン）
の地図には，北アフリカ出身の教父アウグス
ティヌス（354-430）の『神の国』に遠源のある
噂話に基づいて，無頭人間や犬頭人間がいると
信じ込んでいるのは，科学的な地図のなかで妙
に非科学的な部分である。彼はフランチェスコ
1 世に捧げた有名な1584年の《フィレンツェ地
図》（ウフィツィ美術館）の製作者としても名高
い 18）。
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　「地図の間」に世界と宇宙の全智識を集約す
るというコジモ 1 世とヴァザーリの理想は，戸
棚の上の肖像と戸棚の下に配置される予定だっ
た動植物にも表れている。大量の肖像画は，現
在は四散してしまったが，そこにはコジモ 1 世
の要望で，傭兵隊長，国王，皇帝，スルタン，英
雄，文学者，メディチ家の人びと，詩人，公爵，
枢機卿，教皇など，じつに240人を超える著名
人が描かれていた。この百科全書的肖像画群
は，1553年，画家クリストーファノ・デッラル
ティッシモが最初の24点をパラッツォ・ヴェッ
キオに送ったときにさかのぼり，画家が1587
年に死去するまで制作が続いた。ヴァザーリの

『美術家列伝』第 2 版（1568年）には，空白の名
前 5 点，制作中の教皇29点とともに，すでに描
かれた219点の人名が列記されている 19）。それ
にしても「地図の間」には気宇壮大な構想がつ
まっているものだ。権力者は世界の占有をめざ
したのだ。

Ⅲ　�フランチェスコ 1 世の特異な気質
と彫玉

　コジモ 1 世とエレオノーラがパラッツォ・
ヴェッキオに居を移した翌年，長男のフラン
チェスコ 1 世（1541-87）が誕生した。彼は宮廷
で君主になるべく養育され，1565年，24歳のと
きに皇帝マクシミリアン 2 世の妹ジョヴァン
ナ・ダウストリア（1547-78）と結婚し，1574年，
33歳でコジモ 1 世の跡を継いで大公に即位し
た 20）。
　ところがフランチェスコ 1 世はとびぬけた知
性を有しながら，父と違って政治にはまったく
無関心な内向的性格であり，オカルト学と錬金
術と芸術に没頭した。幼年期から特異な気質の
持ち主だったことは，4 歳下の妹ルクレツィア
への贈り物だったと考えられる，メダル《フラ
ンチェスコ 1 世の肖像》（個人蔵）が，鉛に油彩
画という変わった製法であることからもうかが
える。
　名門ハプスブルク家との政略結婚にも不満

で，愛人ビアンカ・カペッロ（1548-87）を溺愛
し，ジョヴァンナの死と同時に彼女と再婚する
ことになる。愛の形見の真っ赤な珊瑚製の《メ
ディチ家とカペッロ家の紋章のある指輪》（銀
器博物館）が残っている。大公冠の下にメディ
チ家とカペッロ家の紋章が寄り添う意匠であ
る。また，フランチェスコ 1 世がビアンカ・カッ
ペッロに捧げた《フランチェスコ 1 世の蝋細工
肖像》（バルジェッロ国立博物館）は 2 人の不滅
の愛を今に伝えている。肖像の下にある楕円形
フレームのなかの紙に手書きで次のように書か
れているのだ。「愛するビアンカへ／ピサより
わが肖像を／あなたに送ります，それはわれら
の名匠／チェッリーノが私を描いたもの／わが
心を受け取ってください／フランチェスコよ
り」21）。
　メディチ・コレクションが倍増するのは，こ
の綺想の君主フランチェスコ 1 世時代のことで
ある。コジモ 1 世が「スクリットイオ・ディ・
カリオペ」に蒐集した至宝の数々は，フラン
チェスコ 1 世時代にはパラッツォ・ヴェッキオ
内の「ストゥディオーロ」（1575年完成），サン・
マルコ修道院の隣の「カジーノ・ディ・サン・
マルコ」（1575年完成），フィレンツェ郊外の「プ
ラトリーノの別荘」（1575年完成）などに移され
て分蔵されたが，さらに増大するコレクション
を統合するためにフランチェスコ 1 世は壮大
な構想を抱き，ベルナルド・ブオンタレンティ

（1531-1608）に設計を依頼して，ウフィツィ宮
殿（現，ウフィツィ美術館）の最上階に八角形の

「トリブーナ」を建造させた。ブオンタレンティ
のプランは当時の人間観・世界観・宇宙観を体
系化したもので，「地」（貴重な色大理石），「水」

（貝殻でおおわれたヴォールト），「火」（赤い絹
の壁），「空気」（風見鶏）の四大元素で構成され
ている。四大元素と性質，黄道十二宮，方角，気
質の照応関係は表のとおりである。
　この「トリブーナ」は1584年に完成したが，
フランチェスコ 1 世は1587年に46歳で急逝し
たので，コレクションを完璧に陳列した姿で目
にすることはなかった。「トリブーナ」の最初の
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財産目録が作成されたのは，その弟フェルディ
ナンド 1 世の治世 2 年目の1589年のことであ
る 22）。同年に挙行されたフェルディナンド 1 世
とクリスティーヌ・ド・ロレーヌの結婚式典に
合わせて「トリブーナ」は整備されたのだ。
　しかし，すでにフランチェスコ 1 世はメダル
やコインや彫玉や貴石製容器やオウム貝製品の
数々を多数蒐集し，「トリブーナ」に置くための
キャビネットを1583年頃にやはりブオンタレ
ンティに発注している。製作に約 3 年を要した
八角形小神殿型黒檀製キャビネット（消失）は

「ストゥディオーロ」と呼ばれた。「ストゥディ
オーロ」は「トリブーナ」と相似形であり，「ト
リブーナ」の中央テーブルの上に置かれた高級
家具である。黒檀に貴石が象嵌され，雪花石膏
製の円柱と角柱，鍍金の鱗でおおわれた円蓋，
そして54の大型収納箱と120の小型収納箱が付
いていた 23）。
　その「トリブーナ」の「ストゥディオーロ」を
飾っていた可能性のあるのが，ラピスラズリ製
カメオ《怪人面》（銀器博物館）である。フィレン
ツェで作られたエキゾチックな怪人面であり，
口を不気味に開けて歯を見せている。失われた
瞳は別の素材が使用されていたはずで，さらに
神秘的な妖気を漂わせていたことだろう 24）。
　紺碧のラピスラズリ製品と対照的なのが，乳
白色の瑪瑙製カメオ《フランチェスコ 1 世のイ
ンプレーザ》（銀器博物館）である。イタチが薬
用植物ヘンルーダをくわえ，上部には「VIRTU 
CONTRA FURORE （美徳は激情に抗する）」と
いう文字帯が刻まれている 25）。ちなみにパラッ
ツォ・ヴェッキオの五百人広間にある《フラン
チェスコ 1 世のインプレーザ》では，同じ図像

に「AMAT VICTORIA CURAM （勝利は敏捷
を愛する）」と文字だけが異なっている。
　フランチェスコ 1 世は弟のフェルディナンド
枢機卿がローマに滞在していた関係で，ローマ
の骨董市に貴重品が売りに出されていないかど
うか，つねに情報収集を怠らなかった。1575年，
ヴィテルヴォ司教セバスティアーノ・グァルティ
エーロの相続人ジュリオ・グァルティエーロが
多数の貴重品を売りに出したとフェルディナン
ド枢機卿が伝えてきた。大公は多数の宝物を購
入したが，そのなかにサイズとテーマの双方で
とびぬけて重要なカメオがある。13人以上の人
物と 4 頭の馬を彫った，横幅 8 センチもある玉
髄製カメオ《フェリペ 2 世の凱旋入城》（銀器博
物館）である。このカメオには異例にも，右端に

「DNICVS ROMANVS」という製作者ドメニコ・
ロマーノのラテン名が刻まれている。彼は16世
紀後半のローマで活躍したドメニコ・コンパー
ニ通称ドメニコ・デ・カンメーイの可能性が
高いが，定かでない。このカメオは1556年にス
ペインとフランスの外交上の贈答品としてヴィ
テルヴォ司教に贈られたものであろう。フラン
チェスコ 1 世はカメオを入手すると，主題をコ
ジモ 1 世のシエナ入城式（1560年）に改変する
ために，フェリペ 2 世の肖像をコジモ 1 世の肖
像に作り替えるようお抱え彫玉師に命じた。実
際には変形は免れたが，この記録から明らかに
なるのは，既存の彫玉がしばしば思いつきで手
が加えられることがあり，その結果，製作者や
製作年の特定が非常に難しくなることである。
　フェルディナンド枢機卿を通じて，あるロー
マ貴族がフランチェスコ 1 世の関心を惹起しよ
うとした発掘品のカメオがあった。玉髄製カメ

【表】四大元素と性質，黄道十二宮，方角，気質の照応関係

元素 性質 黄道十二宮 方角 気質
火 熱＋乾 巨蟹宮，獅子宮，処女宮 南 黄胆汁質

空気 熱＋湿 白羊宮，金牛宮，双子宮 東 多血質
水 冷＋湿 磨羯宮，宝瓶宮，双魚宮 西 粘液質
土 冷＋乾 天秤宮，天蠍宮，人馬宮 北 黒胆汁質
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オ《ガニュメデスと鷲》（考古学博物館）である。
赤色のまさった鷲と白色のガニュメデスの色彩
コントラストが鮮やかな技巧を凝らした作品
であるが，古代品ではなく古代品を写した同時
代品とする説もある。右端のガニュメデス（オ
リュンポス山で酌係になるので，足許に酒壺が
転がっている）と左端の鷲（ゼウスが変身）は確
かとして，中央の男性はゼウスかどうか，女性
はヴィーナスかヘラか，人物の解釈が定まって
いない。フェルディナンド枢機卿は購入に積極
的だったが，フランチェスコ 1 世がしぶったよ
うで，売り手側は値打ちを誇張して言葉をつく
し，あげくは厳しい条件をつけてフィレンツェ
への発送を遅らせたほどである。結局，1574年
に大公が50スクードという安値で購入したが，
売り手と買い手の思惑が交錯する商談に長い時
間を要した一例である 26）。
　どのジャンルにも分類しがたい，高さ37.5セ
ンチの《黒檀と象牙の回転式球体》（銀器博物館）
は，フランチェスコ 1 世の特異な気質を象徴し
ているようでもある。バイエルン公爵夫妻の象
牙工房で製作されたこの不思議なオブジェは，
1589年の「トリブーナ」の財産目録にも，1591
年刊行のボッキ著『フィレンツェ市の美しさ』
にも登場する驚異品である。フランチェスコ 1
世は1565年のミュンヘン旅行でミラノ出身の
研磨職人ジョヴァンニ・アンブロージョ・マッ
ジョーレと会って親交を深めたが，これはその
マッジョーレの傑作である 27）。実用性はないが
高度な職人技を要する作品，そういうものをフ
ランチェスコ 1 世はこよなく愛した大公であ
る。
　バイエルン公爵夫妻が出たところで，メディ
チ家とハプスブルク家の関係を整理しておき
たい。ハプスブルク家の皇帝フェルディナント
1 世（1503-64）の長男が皇帝マクシミリアン 2
世（1527-76），次男がティロル大公フェルディ
ナント 2 世（1529-95）。マクシミリアン 2 世の
長男が皇帝ルドルフ 2 世（1552-1612）。そして
皇帝フェルディナント 1 世の娘アンナと結婚し
たのが，ミュンヘンのバイエルン公アルブレヒ

ト 5 世（1528-79）である。メディチ家のフラン
チェスコ 1 世は1565年，皇帝マクシミリアン 2
世やティロル大公フェルディナント 2 世の妹ヨ
ハンナ・フォン・エスターライヒ（ジョヴァン
ナ・ダウストリア）（1548-78）と結婚した。この
結婚に際して，メディチ家がハプスブルク家に
シャンボローニャのブロンズ浮彫やアステカの
仮面を贈っていることを考えるならば，アルプ
スの南と北でコレクションが行き交ったことは
重要な意味をもっていた。とりわけフランチェ
スコ 1 世の義兄のティロル大公フェルディナン
ト 2 世のアンブラス城のコレクションが典型的
な「驚異の部屋」として発展していくからであ
る。チェッリーニ作の《フランソワ 1 世の塩容》

（ウィーン，美術史美術館）なども，一時はアン
ブラス城にあった 28）。

Ⅳ　フランチェスコ 1世の貴石製容器

　フランチェスコ 1 世は「カジーノ・ディ・サ
ン・マルコ」と「ストゥディオーロ」に，ジョ
ヴァンニ・バッティスタ・チェルヴィ，アンニ
バレ・フォンターナ，ガスパロ・ミゼローニ，
サラッキ兄弟，カローニ家（アンブローショと
ステーファノ兄弟），ガッフーリ家（ジョルジョ
が有名），そしてフランドル出身のハンス・ド
メスやデルフト出身のジャック・ビリヴェルト
といった国際的な職人集団を抱えて，貴金属や
貴石に綺想の形態を与えた。最後のジャック・
ビリヴェルトは新しい大公冠の製作者であり，
彼の工房の腕の冴えは《女性頭部のある装飾品》

（バルジェッロ国立博物館）でも十分に立証ず
みである。名品の数々は評判を聞き及んだ皇帝
ルドルフ 2 世に嫉妬羨望の念を抱かせたほどで
ある。
　フランチェスコ 1 世がとりわけ愛した素材
は，紺碧のラピスラズリである。16世紀の最高
品質のラピスラズリはサファヴィー朝ペルシア
のアフガニスタン産である。《ラピスラズリ製
カップ》（銀器博物館）の貝殻か小舟のような形
の石の碗は，ミラノ出身の宮廷職人カローニ家
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が製作した可能性が高い。フィレンツェ人ジョ
ヴァンニ・バッティスタ・チェルヴィ（1532-86）
が製作した，緑の美しい鱗のある蛇とも魚とも
つかない幻想的な形の金とエナメル製の把手が
妖しい魅力を放っている。ブオンタレンティが
デザインしたという説もあるが史料上の確証は
ない。《ラピスラズリ製深皿》（銀器博物館）は，
1579年にカジーノ・ディ・サン・マルコで製
作されたことがわかっている。小舟の形の深皿
のデザインは，素描が残っているのでブオンタ
レンティだろう。カラフルでグロテスクな金と
エナメル製の怪人面の把手はハンス・ドメス作
である 29）。
　貴石製容器の最高傑作のひとつは，高さ40.5
センチの堂々たる大作《ラピスラズリ製容器

（フィアスカ）》（銀器博物館）である。ブオンタ
レンティのデザインに基づいて（素描が現存し
ている），カジーノ・ディ・サン・マルコの工
房でおそらくはミラノ人ジャン・ステファノ・
カローニが容器を製作した。脚部の石にフラン
チェスコ・デ・メディチの頭文字「FM」とメ
ディチ家の紋章と「1583年」の年記がある。容
器の下部にはアカンサスの葉，両肩には 2 体の
怪鳥ハルピュイアイが彫られている。ハルピュ
イアイから金とエナメル製の長い首がのびて
金製頭部と連結している。金とエナメルの装飾
はジャック・ビリヴェルトが担当し，1581年か
ら84年にかけて製作した。3 人の天才の合作に
より，見事な素材と高い技術の融合した美しい
フォルムを生み出すことに成功している。ラピ
スラズリに含まれる黄金色の黄鉄鉱のまだら模
様がさらに価値を高めている。蓋を開けると細
い頸部から大量の液体を入れることが可能であ
り，その高度な技術には驚きを禁じえない。以
上の 3 点とも「トリブーナ」の1589年の財産目
録に記載がある 30）。

Ⅴ　�フランチェスコ 1 世の「メディチ
磁器」

　1574 年（コジモ 1 世の没年）に作成された

「グァルダローバ」の財産目録によれば，メディ
チ家は（中国製および中東製の）白磁322点，青
磁75点を所有していた 31）。白磁は硬度と光沢
がとりわけ称賛された。これだけ所有していれ
ば，模倣して製造したくなるのが人情だろう
が，製造方法がわからない。ヴァザーリは，『美
術家列伝』第 2 版（1568年）で，フランチェスコ
1 世が1560年代から磁器工房を開いて試作の
実験に乗り出したと伝えている 32）。
　ヨーロッパ最初の磁器は，1709年，ザクセン
選帝侯フリードリヒ・アウグスト 1 世時代に作
られた「マイセン磁器」である。それより100年
以上さかのぼる1575年に，フランチェスコ 1 世
が「メディチ磁器」の製造に成功した。ただし
これは正確には磁器ではない。白土，珪石，ソー
ダ，明礬などさまざまな素材を混合して焼成し
た「磁器もどき」であって，本当の磁器に不可欠
な磁土カオリンを含んでいない。しかし，限り
なく磁器に近づいた焼き物であることは確かで
ある。
　フランチェスコ 1 世が歴代大公のなかでもひ
ときわユニークなのは，カジーノ・ディ・サン・
マルコの工房であまたの錬金術師に混じって
みずから「メディチ磁器」の製造に朝から晩ま
で没頭したことである。窯印はフランチェスコ
の頭文字「F」や大聖堂のクーポラ，大公冠やメ
ディチ家の紋章などである。各地の君主に贈っ
ているが，1582年にはスペイン王フェリペ 2 世
に贈呈している。1587年（フランチェスコ 1 世
の没年）の「グァルダローバ」の財産目録によれ
ば，「メディチ磁器」は820点もあるが，現存す
るのはセーヴル国立陶芸美術館（9 点），ヴィク
トリア＆アルバート美術館（9 点），ルーヴル美
術館（6 点），大英博物館（4 点），メトロポリタ
ン美術館（4 点）などに60点ほどしかない 33）。
　一般に，色は白地に青（コバルトを焼成した
青すなわちコバルト・ブルー）の爽やかな明朝
風の「青花（ビアンコ・エ・ブル）」が多く，逆
に形状や文様は西洋風のオリジナルなものが多
い。
　最初期かつ最重要の大作が《水差し（ブロッ
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カ）》（デトロイト美術館）である。渦巻き形の
持ち手はグロテスク人面で胴部とつながり，注
ぎ口の周囲には丸襞装飾が施されている。胴部
には大公冠の下にメディチ家の紋章とハプスブ
ルク家の紋章，そしてラファエレスクなグロテ
スク文様があしらわれている。とりわけグロテ
スク人面が特徴的だが，全体のデザインとモデ
リングがブオンタレンティに帰されているのも
納得できる。描いたのは，1573年から78年に大
公の磁器工房で焼成の責任者だったウルビーノ
出身の陶画家フラミニオ・フォンターナと考え
られる。2000年にデトロイト美術館が購入する
までの履歴が完全に史料で追跡できる一例であ
り，それだけ本作の重要性がうかがえる。
　小ぶりながら貴重なのが，卵形の《酒瓶（フィ
アスカ）》（ワシントン・ナショナル・ギャラリー）
である。胴部に描かれた唐草文様は，明朝様式
もしくは明朝様式を写したイスラーム様式すな
わちイタリア語で「スティーレ・トゥルケスコ

（トルコ様式）」と呼ばれたものを模倣している。
ヨーロッパ初の磁器が誕生したと誤解されたの
も，もっともなことである。
　逆に，《薬味瓶（アンポッラ）》（ボストン美術
館）は，色調以外は完全に西洋独自のものであ
る。油と酢を注ぐ二口の洋梨形の形状もユニー
クならば，蟹，蛙，蜘蛛，鰻など17種の水棲動
物が戯れる図柄もチャーミングである。動物の
図柄は，画家アルブレヒト・デューラーか陶工
ベルナール・パリッシー（1510?-90）の素描，
あるいはもっと可能性が高いのは，1577年から
フランチェスコ 1 世に仕えたヴェローナ人画家
ヤコポ・リゴッツィ（1547?-1627）の素描に基
づいて，陶画家ジョアッキーノ・ディ・グイー
ドが描いたと推定されているが，確証はない。
余白の広さがのびのびとした自由な開放感を与
える作品である。
　数ある皿のなかでも，《大皿》（個人蔵）は，
もっとも大きくもっとも美しい皿である。模様
はラファエレスクなグロテスク文様で，中央に
人面，周囲にグリフィンやプットやケンタウロ
スや有翼の幻想動物などが優美な衣紋をもって

繊細に描かれている。前述の《水差し（ブロッ
カ）》（デトロイト美術館）との類似性から，ブオ
ンタレンティの素描に基づく同時期の作品で，
陶画家フラミニオ・フォンターナの筆になると
推測されている。
　やはりラファエレスクなグロテスク文様が

（同じくフラミニオ・フォンターナの筆で）描
かれた同時期の作品《「サウル王の死」の描かれ
た皿》（ニューヨーク，メトロポリタン美術館）
がある。『旧約聖書』の「サムエル記」に登場す
るサウル王（前10世紀）は，ペリシテ人や周辺
民族と勇敢に戦ってイスラエル王国を建国した
初代国王であるが，ギルボア山でペリシテ軍に
敗北し，剣の上に身を投じて死んだ。その場面
が中央に描かれている。サウル王の死が，初代
トスカーナ大公コジモ 1 世の死（1574年）と同
一視されて，2 人に共通する美徳が称えられて
いるのだ。さらにはサウル王の部下のダヴィデ
がやがて王国を繁栄に導くことから，コジモ 1
世の後継者のフランチェスコ 1 世を称える意図
も隠されているかもしれない。現存する作品の
なかでは，大公冠とメディチ家の紋章が裏面に
いっしょに描かれた唯一の作例である。
　「メディチ磁器」のなかの変わり種は，《フラ
ンチェスコ 1 世の肖像》（バルジェッロ国立博
物館）であり，他に類例のない君主へのオマー
ジュ作品である。大公の右腕の「P」の頭文字は，
1576年からフィレンツェに住み，1592年に84
歳で没したメダル製作者パストリーノ・パスト
リーニの作であることを示している。フィレン
ツェには，「メディチ磁器」はこの作品を含めて
わずか 3 点しか残っていない 34）。フランチェス
コ一代ではかなく消え去った幻の磁器である。

Ⅵ　�フェルディナンド 1 世の貴石製容
器と貴石製胸像

　フランチェスコ 1 世の弟のフェルディナン
ド 1 世は，1563 年から 87 年まで，年齢でいう
と14歳から38歳までの20年以上，枢機卿とし
てローマで暮らしたが，1587年に兄が死去す
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ると，1588年に還俗してトスカーナ大公に即位
した。兄が政治に不向きだったのと対照的に，
フェルディナンド 1 世は父コジモ 1 世の政治
向きの性格を受け継いでいた。コレクションに
かける情熱は父や兄譲りであったが，ある意味
では兄の業績を否定しようとした形跡があり，

「カジーノ・ディ・サン・マルコ」や「ストゥディ
オーロ」にあった宝物を「トリブーナ」に移し
て前 2 者を荒廃させたばかりか，ブオンタレン
ティに「トリブーナ」用の新しいキャビネット
を作らせて，兄のキャビネットを交換した。
　「トリブーナ」の最初の財産目録の作成は，前
述のように1589年，つまりフェルディナンド 1
世の治世 2 年目のことであり，どこまでがフラ
ンチェスコ 1 世時代の宝物で，どこからがフェ
ルディナンド 1 世時代の宝物かが判別しにくい
という研究上の困難がある 35）。以下に紹介する
のは，すべて1589年の「トリブーナ」の財産目
録に記載された傑作である。
　高さ8.5センチの《2 つの把手付き酒杯》（銀
器博物館）は，白く輝く美しい東方の玉髄製の
器が特徴的な古代品である。16世紀作の金縁に
は様式化した豊饒の角と植物文様，エナメル製
の小さな 2 つの把手は緑色のイルカの形がかわ
いらしい。一方，高さ8.5センチの《2 つの把手
付き酒杯》（銀器博物館）は，対照的に暗赤色の
湾曲した東方の瑪瑙製の器が特徴的な古代品で
ある。16世紀作の 2 つの把手の尖端の緑色の部
分は前脚のある虎の頭の形である。1588年に金
細工師ジョヴァンニ・ドメスが製作したものと
推定されている。
　以上は古代の容器だが，16世紀の作品には想
像を絶する綺想の形態を有するものがある。高
さ34センチの黄色がかった碧玉製の《ヒュドラ
形容器》（銀器博物館）である。製作者は諸説が
あったが，現在では容器も装飾もミラノ人のサ
ラッキ工房説が有力である。ヘラクレスと 7 つ
の頭をもつヒュドラが表現されているが，1589
年の「トリブーナ」の財産目録によれば，蓋の
上に立つ「金製のヘラクレス」の他にも「7 個の
ダイヤモンド，27個のルビー，22個の真珠，14

個の柘榴石」が付いた豪華さである。ヒュドラ
の首の付け根にある青いエナメル製の怪人面も
おどろおどろしい。綺想の点では，高さ21セン
チのカラフルな碧玉製の《ドラゴン形容器》（銀
器博物館）もなかなかのものである。碧玉には
赤や黄などさまざまな色があるが，バルガ産の

「バルガ」はピンクと白の斑点模様があり，コル
シカ産の「コルシカ」は緑青色である。シチリア
産やベーメン産にも独自の色がある。碧玉とい
う素材自体がもつ独特のどぎつい色彩がこの奇
怪な形を導き出したといえるだろう。
　水晶製容器にも観るべきものが多い。高さ
38.5センチの《ガレー船形卓上水盤》（銀器博物
館）は，船尾の 2 頭のイルカのあいだに騎士の
浮彫のある塔が建っている。胴体には「マナの
収集」「岩から水を出すモーセ」といった旧約聖
書の場面。金製の把手は怪鳥ハルピュイアイ。
蓋には両手をあげる海獣。ギリシア神話とキリ
スト教と中世騎士物語と同時代の幻想動物とモ
チーフの点でも贅沢である。これは1589年の
フェルディナンド 1 世とクリスティーヌ・ド・
ロレーヌの結婚に際してサラッキ兄弟が製作し
たものである。同じサラッキ工房の「ガレー船」
シリーズには，高さ12.4センチの水晶製《ガレー
船形卓上水盤》（銀器博物館）があり，こちらに
は船主にドラゴンの頭が彫られている。
　1589年の婚礼に際して作られた，サラッキ
工房の「怪鳥」シリーズには《怪鳥形容器》（銀
器博物館）やドラゴンの頭をもつ《怪鳥形容器》

（銀器博物館）がある。「魚」シリーズには《魚
形容器》（銀器博物館）や《魚形容器》（銀器博物
館）があり，どちらも脚部は 2 頭のイルカ形で
ある。魚形容器の表面は細かい植物文様がびっ
しりと覆い尽くしており，無機的な鉱物に有機
的な動植物を人工的に彫ることで，自然と人工
が高度に融合した作品となっている。透明な石
の魚が空を飛ぶイメージは，シュルレアリス
ティックでさえある。
　このように列記してみると，16世紀に水晶製
品がいかに愛玩されたか，そして彫石の技術も
15世紀に比べるといかに高度になったかがよ
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くわかる。
　貴石製容器の変種というか亜種というか進
化形ともいうべきものに，貴石と貴金属を組み
合わせた胸像がある。《ティベリウス帝の胸像》

（銀器博物館）は，頭部がショッキングなブルー
のトルコ石，胸部が金，台座が東方の瑪瑙でで
きている。これは枢機卿時代のフェルディナン
ドが，1580年に金細工師アントニオ・ジェン
ティーリ（1519-1609）に注文したもので，胸部
にはメドゥーサの頭がある。1589年から「トリ
ブーナ」の棚にはこの種の胸像が数多く並んで
いた。
　胸像はローマ皇帝の場合が多いが無名女性
のこともある。高さ5.8センチの小さな《女性
胸像》（銀器博物館）は，顔が赤褐色のジルコン
製，胸部が雪花石膏製，衣服が鍍金の銀製であ
る。高さ6.7センチの《女性胸像》（銀器博物館）
は，顔が赤褐色のジルコン製，髪が金製で髪留
めに 4 個の小粒のダイヤモンドがはめ込まれ
ている。衣服は白，青，黄のストライプのエナ
メル製で，胸に 1 個の大粒のダイヤモンドを付
けている。台座は花模様のエナメルを施した金
製。胸像の背中には開閉式の小さなドアがある
ので，小物容れだったことがわかる 36）。

Ⅶ　�大公妃クリスティーヌ・ド・ロ
レーヌの貴石製容器

　1589年 4 月30日，カトリーヌ・ド・メディ
シスの愛孫クリスティーヌ・ド・ロレーヌがフェ
ルディナンド 1 世と結婚するためにフィレン
ツェ入城をはたした。夫婦仲のよさは，金製メ
ダル《フェルディナンド 1 世とクリスティーヌ・
ド・ロレーヌ》（バルジェッロ国立博物館）やカ
メオ《フェルディナンド 1 世とクリスティーヌ・
ド・ロレーヌ》（バルジェッロ国立博物館），そ
して《クリスティーヌ・ド・ロレーヌの肖像の
ある指輪》（銀器博物館）などからも折紙付きで
ある。
　「マダマ（奥方）」と呼ばれてフィレンツェ人
からも敬愛された彼女が，メディチ・コレク

ションの拡充に貢献したことが近年の研究で
明らかになってきた。同年 1 月 5 日に死去した
祖母カトリーヌから12万スクードの価値の遺
品を相続したのだ。クリスティーヌのフィレン
ツェへの持参品リスト（1589年）には水晶製容
器 21 点，他の貴石製容器 27 点を含んでおり，
同年に「トリブーナ」の最初の財産目録が作成
されたことも偶然ではない。ウフィツィ内には

「マダマの部屋」が開設されたほどである。ヴァ
レリオ・ヴェッリ作の有名な《宝石箱》の他にも，
カトリーヌから受け継いだ遺品の数々は傑作ぞ
ろいである 37）。
　水晶製《ノアの箱船の皿》（銀器博物館）は，
300スクードと評価されたカトリーヌの遺品で
ある。いちばん外側の周囲の 8 つの銀装飾に
は「アブラハム」「イサク」「ヨシュア」「ヤコブ」

「モーセ」「ダヴィデ」「ソロモン」「復活したキリ
スト」の 8 人。中間層は 4 体の風神が吹く風に
よって各種の鳥が中央の円形に向かって猛烈な
勢いで渦巻いている。中央円形部分には，右端
にひざまずくノア，そして象，駱駝，牛，羊，猪，
犬といった動物のつがいのほかに，左端には一
角獣が 1 頭ぽつねんと佇立している。製作者の
カステルボロニェーゼ出身の彫玉師ジョヴァン
ニ・ベルナルディ（1496-1553）は，ローマでイッ
ポーリト・デ・メディチ枢機卿や教皇クレメン
ス 7 世の保護を受けていた人物で，これを1546
年頃にペリン・デル・ヴァーガの素描に基づい
て製作した。
　水晶製《蓋付きカップ》（銀器博物館）は，バ
ランスの美しい，おしゃれな作品である。カッ
プの胴体はアカンサスの葉と植物文様が浮き
彫りにされているのに対して，瀟洒な足はつる
りとして模様がない。カップはミラノ人ガスパ
ロ・ミゼローニの製作と推定されており，カト
リーヌの所有だった時期（夫アンリ 2 世が死去
した1559年より前）にフランスでこれまたお
しゃれな金とエナメル製の蓋が追加された。白
色と黒色で 6 回くりかえされる「HC」のモノグ
ラムは，アンリ 2 世とカトリーヌの夫婦の頭文
字であるが，このモノグラムを「D」の組み合
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わせと解釈すると，アンリ 2 世の愛人ディアー
ヌ・ド・ポワティエ（1499-1566）の頭文字にな
るという問題の作品である。蓋の摘みが三日月
形であることも，月の女神ディアナ（ディアー
ヌ）を連想させる。300スクードと評価されたカ
トリーヌの遺品である。
　ラピスラズリ製《蓋付きカップ》（銀器博物
館）もカトリーヌの遺品である。石には彫りが
なく，白い斑点がアクセントになっているだけ
で，単純ですっきりとしたシャープな形であ
る。金とエナメルの装飾には43個の真珠が使わ
れている。
　高さ8.4センチの比較的小さな緑玉髄製《カッ
プ》（銀器博物館）もカトリーヌの遺品である。
1589年のリストには14個のルビーが付いてい
ると記されているが，いまではルビーの多くが
失われた。それでも，ゆがんだ楕円形の縁に海
獣（2 枚の鰭がある）の頭がついているおもし
ろい形で，脚部も中心軸からずれて絶妙なバラ
ンスをとっている作品である。
　すっとした立ち姿が印象的な，高さ13.6セン
チの《蓋付き容器》（銀器博物館）は，色彩のグ
ラデーションが鮮やかな紅縞瑪瑙製の古代品で
ある。瑪瑙（アゲート）にはじつにさまざまな色
があり，シチリア産のものは黄色味がかってい
るが，インドのゴア産のものは真っ赤な血の色
である。平行の縞模様があるものを縞瑪瑙（オ
ニックス），その縞模様が赤褐色やカラフルな
虹色のものを赤縞瑪瑙（サードニックス）と呼
ぶ。フランス工房作と推定されるルビーやガラ
ス片をちりばめた豪華な金製の蓋の頂には，史
料によれば，蛇形の把手が付いていたはずであ
る。
　六角形のピラミッド型の水晶製《容器（フィ
アスカ）》（銀器博物館）もカトリーヌの遺品で
ある。3 層からなり，上の 2 層には総状装飾，
花綱装飾，グロテスク文様がびっしりと彫り込
まれ，最下層には「バッコス」（葡萄），「ポモナ」

（果実），「ミネルウァ」（オリーヴ）の神々が確認
できる。製作者にはミゼローニ工房説の他にサ
ラッキ工房説もある。

　クリスティーヌがフィレンツェに持参した最
高傑作のひとつが，碧玉製《容器（フィアスカ）》

（銀器博物館）である。碧玉にも赤，茶，緑など
いろいろあるが，これは「シチリア産の碧玉」
と史料に記された茶系の碧玉である。放射状に
線が彫られた二枚貝の美しいフォルムをしてい
る。二枚貝を結合する金製の帯（下方に葉飾り
がある）には，多数の真珠とエメラルドがちり
ばめられていたが，いまは真珠が点々と残るだ
けである。容器の中央には 4 個のルビーとカラ
フルなエナメル装飾に囲まれた縞瑪瑙製カメオ

「ムーア人の頭部」が付いている。製作者はミラ
ノ人サラッキ工房説が有力であるが，ミラノ人
ヤコポ・ダ・タッツァ説などもある。いずれに
せよ傑作であることに間違いはない。
　東方の瑪瑙製の《小壺》（銀器博物館）は，全
体が螺旋状にねじれた変わった形をしている。
瑪瑙製の蓋も逆バラスター形で変わっている。
尖端の摘みは金に青色のエナメルが施してあ
る。いちばん驚くべきは，緑色の頭と赤色の胴
体をもつ派手なドラゴン形の 2 つの把手であ
る。製作者も製作年も不確かであるが，クリス
ティーヌの持参品として1589年の財産目録に
記録されている。
　変わり種の小品をもう 1 点紹介しておきた
い。東方の瑪瑙製《小壺》（銀器博物館）である。
高さがわずか 6 センチと低い割にずんぐりと
した胴部に，金とエナメル製の 2 匹のドラゴン
が把手としてへばりついている。白地に金の斑
点のあるドラゴンの形が，カエルとカタツムリ

（ルビーを背負っている）の合体のようで，な
んとも奇妙な愛嬌がある。ドラゴンの首に残る
リングが，かつて鎖で吊るされていたことを示
している。蓋には青色の果実のエナメル装飾，
脚部には黒色のエナメル装飾がある。製作者も
製作年も不確かであるが，これもやはりクリス
ティーヌ・ド・ロレーヌが1589年に持参した
逸品である。
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Ⅷ　�フランチェスコ 1 世とフェルディ
ナンド 1世のオウム貝製品

　フランチェスコ 1 世は自然の驚異と人工の驚
異の結合を好んだが，彼のコレクションにあっ
た最高傑作のひとつは，オウム貝を 2 つ組み合
わせた作品《二重オウム貝製の把手付き水差し

（メッシローバ）》（銀器博物館）である。オウム
貝は南太平洋に棲息する軟体動物で，貝殻がオ
ウムの嘴の形に似ていることからこの名がつい
た。「生きた化石」と呼ばれる珍しい東方の生物
である。これにフランドル工房の熟練職人の手
になると推測される，技巧の粋を凝らしたドラ
ゴン形の注ぎ口や蛇形の把手が加えられて，ル
ビーとトルコ石がちりばめられている。高さ30
センチの作品である。注ぎ口のドラゴンの形は
明らかに中国の龍からヒントを得ているが，脚
部はニュルンベルク工房の作風であり，全体の
装飾は折衷的といえるほどに各地の要素が複雑
に混淆している 38）。
　オウム貝は16世紀前半から数多く中国（明
朝）の広東からやって来たが，中国産と断定で
きるのは，《二重オウム貝製の容器》（銀器博物
館）のように，オウム貝自体に中国人や植物の
模様が施されているからである。この作品は，
1618年にカジーノ・ディ・サン・マルコから
パラッツォ・ヴェッキオの「グァルダローバ」
に移されたが，16世紀のコレクションだったも
のである。金属装飾も風変わりで，製作場所は
フランドル説の他にドイツ説や中国説まであ
り，17世紀に作り替えられた可能性もある 39）。
　《オウム貝製のソース容れ》（銀器博物館）の 2
点は，パリの職人フランソワ・クルヴクールが
1555年から1565年のあいだに金属装飾を施し
たもので，3 頭の細いイルカが支える脚部が同
形である。前者のオウム貝の表面には中国人と
建物のカラフルな彩色が施され，後者には大胆
にそりかえる龍の図が施されている。これらは
中国のおそらくは広東の工房で製作されたもの
である。ともに1618年にカジーノ・ディ・サン・
マルコからパラッツォ・ヴェッキオの「グァル

ダローバ」に移された記録があるが，フェルディ
ナンド 1 世の花嫁クリスティーヌ・ド・ロレー
ヌがフィレンツェに持参した可能性が高い 40）。
　《オウム貝製の容器》（銀器博物館）は，オウム
貝自体に手が加えられていない代わりに，金属
装飾が例外的に手の込んだ精妙さである。オウ
ム貝の口縁には馬頭魚尾の海馬 2 頭，頂上には
カタツムリにまたがる小人がちょこんと座って
いる。オウム貝を支える台座の脚部が奇妙で，
ターバンとスカートを身につけたエキゾチック
な人物が右手にもつ鎖につないだライオンの尻
尾が蛇の形になっている。
　オウム貝製品の変種として，《巨大カタツム
リ形容器（ヴェルサトイオ）》（銀器博物館）を最
後にあげておきたい。これはオウム貝の貝殻を
カタツムリの殻に見立てて，銀製の胴体に組み
合わせたもので，長さが32.8センチもある。実
際のカタツムリの殻ではこれだけの迫力は出せ
ないので，置物として十分に見応えがある。な
んの意味もないが，目を楽しませるファンシー
な優品だ。
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orientali alla corte di Toscana: Collezioni di arte 
cinese e giapponese a Palazzo Pitti, Firenze, 2005, 
p. 70. 

40）	 Magnificenza, p. 121; Dalle Indie orientail, p. 70.
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